
                            

名張市史だより
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※カラー版が市史編さん室のホームページでご覧になれます
（http://www.city.nabari.mie.jp/contents/bumon/soumu_bu/sisi/index.htm）

（徳地 正さん所蔵）
天 保 の 伊 賀 国 絵 図 下 図 
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す
る
と

き
、

市
史
』

は
、

さ
れ
た

通
史

制
二
十

周
年

の
で
し

た
。

て
名
張

市
は

と
と
も

に
急

っ
て
い

 

、
こ
の

三
十

展
を
と

げ
ま

査
を
重

ね
た

も
の
が

あ
り

す
る
黒

田
荘

門
研
究

者
に

ら
れ
て

い
ま

、
文
化

財
調

研
究
や

資
料
収
集
、
民
間
の
各
種
研
究
会
や
読

書
会
等
が
積
み
上
げ
た
着
実
な
成
果
も
、

蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
熱
心
な
郷

土
史
愛
好
家
の
活
動
も
、
見
逃
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

      

い
ま
求
め
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
先

学
諸
賢
の
成
果
の
「
総
合
化
と
体
系
化
」

で
あ
り
、
な
お
未
着
手
の
資
料
の
収
集

調
査
、
さ
ら
に
既
出
資
料
の
整
理
再
検

討
で
し
ょ
う
。
そ
の
困
難
な
作
業
が
、

い
ま
名
張
市
史
編
さ
ん
室
を
中
心
に
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
の
完
成

に
は
、
何
よ
り
も
多
く
の
方
々
の
御
支し

て
、

し
た
。
名
張
の
歴
史
を
明
ら
か

上
で
、
本
紙
が
新
た
な
情
報
提
供
や
学

問
的
論
議
の
舞
台
と
も
な
っ
て
、
有
益

    
  

 

稲
刈
が
終
わ
り
柿
も
色
づ
い
て
き
た

十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
市
内
各
地

で
楽
し
い
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
う
ち
上
三
谷
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

う
。 

 

上
三
谷
は
名
張
市
の
西
に
位
置
す
る

戸
数
十
四
軒
の
小
さ
な
集
落
で
氏
神
の

白
山
神
社
に
お
い
て
十
一
月
三
日
に
秋

祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
獅
子
神
楽
も
あ

り
ま
し
た
が
、
若
者
が
少
な
く
な
っ
た

四
十
五
年
程
前
に
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

祭
り
は
本
当
（
ほ
ん
と
）
と
相
当
（
あ

い
と
）
の
二
軒
の
当
屋
が
中
心
に
準
備

し
ま
す
。
ま
ず
十
一
月
一
日
、
本
当
の

家
で
餅
撒
き
を
し
ま
す
。
一
斗
四
升
分

一

三
〇
個       

二
日
は
宵
宮
で
宮
司
に
よ
り
祭
典
が
執

行
さ
れ
ま
す
。
三
日
は
本
祭
で
朝
八
時

に
村
人
が
本
当
の
家
に
集
ま
り
ま
す
。 

楽
し
く
雑
談
し
て
い
る
と
一
枚
の
の
し

餅
を
出
席
し
た
軒
数
分
に
切
り
分
け
て

出
席
賃
と
し
て
配
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

本
当
と
相
当
の
奥
さ
ん
は
台
所
で
里

芋
・
大
豆
・
蒟
蒻
を
各
々
煮
た
あ
と
、

大
豆
は
磨
り
潰
し
ま
す
。
こ
れ
を
く
る

び
と
い
い
ま
す
。
出
来
る
と
男
性
陣
が

神
饌
の
調
整
に
取
り
か
か
り
ま
す
が
、

手
順
を
箇
条
書
き
に
し
て
み
ま
す
。 

①
直
径
約
六
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
飯 

切
を
神
饌
台
に
用
い
、
そ
の
中
に
八 

枚
の
小
土
器
を
円
形
に
並
べ
る 

②
小
土
器
に
刻
ん
だ
蒟
蒻
煮
・
里
芋
煮 

・
蒟
蒻
の
く
る
び
和
え
・
里
芋
の
く 

る
び
和
え
の
四
種
の
調
理
し
た
神
饌  

名
張
市
の
歴
史
を
知
ろ
う
と

誰
も
が
ひ
も
と
く
『
名
張

中
貞
夫
氏
が
独
力
で
執
筆

で
、
昭
和
四
十
九
年
、
市

に
あ
た
り
刊
行
さ
れ
た
も

以
来
、
約
三
十
年
を
閲
し

、
日
本
の
高
度
経
済
成
長

速
に
発
展
し
、
今
日
に
至

ま
す
。 

歴
史
学
と
そ
の
周
辺
科
学
も

年
余
の
う
ち
に
長
足
の
進

し
た
。
と
り
わ
け
発
掘
調

考
古
学
の
成
果
は
著
し
い

ま
す
し
、
名
張
を
舞
台
と

の
研
究
に
お
い
て
も
、
専

よ
る
新
た
な
知
見
が
加
え

す
。
県
・
市
教
育
委
員
会

査
委
員
会
等
に
よ
る
調
査

上
三
谷
の
頭
上
運
搬 
 
 
 

編
集
専
門
部
会
委
員
（
民
俗
部
会
） 川



雅
章 

 
発
刊
の
こ
と
ば

 
 

 
 

編
さ
ん
委
員
会 

会
長 清

水 

潔 
 

援
と
御
協
力
が
必
要
で
す
が
、
編
さ
ん

室
の
活
動
実
態
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。 

 

本
紙
は
、
市
民
は
も
と
よ
り
市
内
外

の
関
係
機
関
・
研
究
者
の
御
理
解
と
御

教
示
を
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
、
お

も
に
市
史
編
さ
ん
室
の
活
動
の
紹
介
や

調
査
研

な
小
誌
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念

し
て
止
み
ま
せ
ん
。 

 

の
“
膳
の
餅
”
と
呼
ぶ
子
餅
を
、
八
升

分
で
“
の
し
餅
”
を
作
り
ま
す
。
の
し

餅
と
は
直
径
が
約
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
・
厚
さ
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
大
の
平

ら
な
丸
餅
で
計
七
枚
作
っ
て
お
き
ま
す
。

究
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と

新
た
に
発
刊
す

な
り
ま

る
こ
と
と

に
す
る

の
う
ち
六
升
分
で

 

二
〇
〜
一

と
生
の
柘
榴
・
栗
・
小
豆
・
柿
の
四

種
の
計
八
種
を
盛
る 

③
数
本
の
新
藁
で
作
っ
た
大
き
な
輪
を 

飯
切
の
内
側
に
置
く 
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④
の
し
餅
一
枚
を
中
央
か
ら
台
の
縁
に  

か
か
る
よ
う
に
し
て
神
饌
を
か
ぶ
せ

る 

⑤
も
う
一
枚
の
の
し
餅
を
中
央
か
ら
④ 

と
反
対
側
の
台
の
縁
に
か
か
る
よ
う 

に
し
て
か
ぶ
せ
る 

⑥
④
と
⑤
で
か
ぶ
せ
た
餅
の
中
央
に
も 

う
一
枚
の
し
餅
を
か
ぶ
せ
る 

⑦
そ
の
上
に
里
芋
の
葉
を
一
枚
置
く 

⑧
葉
の
中
央
に
蒟
蒻
と
里
芋
の
く
る
び 

和
え
を
少
し
乗
せ
る 

こ
の
神
饌
を
二
台
分
調
整
し
ま
す
。

膳
の
餅
は
二
つ
の
畚
（
ふ
ご
）
に
入
れ

ま
す
。 

 

神
饌
を
調
整
し
終
え
る
と
畚
と
二
台

神
饌
の
計
三
人
の
担
ぎ
手
を
先
頭
に
村

人
た
ち
は
神
社
ま
で
お
渡
り
し
ま
す
が
、

こ
れ
が
ユ
ニ
ー
ク
。
何
と
二
人
の
神
饌

台
の
担
ぎ
手
は
各
々
頭
上
に
乗
せ
て
運

搬
す
る
の
で
す
。 

 

神
社
に
着
く
と
拝
殿
に
米
・
酒
・
魚
・

野
菜
な
ど
の
一
般
の
神
饌
と
共
に
神
前

に
供
え
ま
す
。
本
祭
に
は
宮
司
に
代
わ

っ
て
区
長
が
祭
主
を
勤
め
て
修
祓
を
行

い
、
氏
子
総
代
・
当
屋
が
玉
串
を
奉
奠

（
ほ
う
て
ん
）
し
て
祭
り
を
終
え
ま
す
。 

こ
の

 
あ
と
参
集
所
で
座
拝
と
な
り
ま
す

が
、
座
に
は
塗
り
の
膳
に
取
り
皿
・
盃
・

湯
飲
み
茶
碗
、
膳
の
横
に
焼
魚
が
並
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
お
供
え
さ
れ

て
い
た
蒟
蒻
と
里
芋
の
く
る
び
和
え
も

取
り
皿
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
御
神
酒
を 

く
み
交
わ
し
な
が
ら
お
供
え
し
た
今
年  

の
収
穫
物
を
氏
神
の
前
で
肴
と
し
て
い

た
だ
く
“
神
人
共
食
”
が
今
も
生
き
続

い
て
い
ま
す
。
十
二
時
頃
ま
で
宴
が
く

り
ひ
ろ
げ
な
れ
た
あ
と
紙
撚
り
を
使
っ

て
来
年
の
当
屋
を
決
め
、
最
後
に
膳
の

餅
や
の
し
餅
を
分
け
て
祭
り
は
終
了
し

ま
す
。 

 

を

神
饌
を
頭
上
運
搬
す
る
祭
り
は
市
内

で
は
上
三
谷
だ
け
で
す
が
、
全
国
的
に

み
て
も
珍
し
い
も
の
で
す
。
一
例
を
挙

げ
る
と
滋
賀
県
野
州
市
の
若
宮
神
社
春

搬
は
今
日
で
は
非
常
に
珍
し
い
運

 

飯

神饌を頭に乗せて神 りする氏子 

直会のあと、 で こ

祭
り
で
や
は
り
飯
切
に
神
饌
を
調
整
し

た
台
を
当
屋
か
ら
神
社
ま
で
頭
上
で
運

び
ま
す
。
大
津
市
の
樹
下
神
社
で
は
晴

れ
着
姿
の
未
婚
女
性
が
四
角
い
神
饌
台

を
頭
上
で
運
び
ま
す
。
ま
た
奈
良
県
桜

井
市
の
八
坂
神
社
で
は
飯
切
に
神
饌
を

調
整
し
た
台
を
両
手
で
か
か
え
な
が
ら

渡
御
し
ま
す
が
、
以
前
は
上
三
谷
同
様
、

頭
上
運
搬
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
神
饌
の
頭

上
運

び
方
に
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

切に盛られた神饌 

社までお渡

紙撚り 当屋 決めると ろ 
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て
ご
存
じ
で
す
か
。

る
こ
と
で
、
雨
上
が
り
の
水
田
や

 

水
率
の
差
に
よ
り
色

が
違
っ
て
見
え
ま
す
。
古
く
は
、
埼
玉

県
北
部
の
埼
玉
（
さ
き
た
ま
）
古
墳
群

の
航
空
写
真
に
、
削
平
さ
れ
た
古
墳
の

周
溝
や
道
の
側
溝
な
ど
が
黒
く
筋
と
な

っ
て
写
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
代
官

道
の
側
溝
が
同
じ
く
黒
い
筋
と
な
っ
て

観
察
で
き
る
こ
と
が
、
各
地
の
航
空
写

真
で
観
察
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

隠
駅
家
（
な
ば
り
の
う
ま
や
）
推
定

地
と
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
黒
石

遺
跡
で
は
、
表
土
の
耕
作
土
を
除
去
し

た
あ
と
、
台
風
に
よ
り
現
場
が
水
没
し 

      

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
で
排
水
後
、

夏
空
の
も
と
で
の
乾
燥
中
、
溝
や
柱
穴
、

竪
穴
住
居
な
ど
が
早
く
乾
燥
し
、
白
く

な
っ
て
我
々
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま

し
た
。
堅
く
締
ま
っ
た
当
時
の
地
面
と
、

溝
や
柱
穴
を
埋
め
る
軟
ら
か
い
土
と
の

土
質
の
違
い
か
ら
、
埋
め
土
の
方
が
早

く
乾
燥
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
調
査

の
結
果
は
、
色
の
違
い
の
と
お
り
飛
鳥

ら
わ
せ
）
遺
跡
（
現
在
百
合
が
丘
住
宅

地
）
で
は
、
古
墳
時
代
前
期
の
竪
穴
住

居
が
、
窪
地
と
な
っ
て
地
表
面
に
現
れ

て
い
ま
し
た
。「
ま
る
で
、
北
海
道
み
た

い
や
な
」
と
い
う
声
も
挙
が
る
ぐ
ら
い
、

関
西
で
は
非
常
に
珍
し
い
遺
跡
で
し
た
。

麓
の
箕
曲
神
社
裏
山
の
魚
ノ
尾
遺
跡
で

も
、
山
腹
の
所
々
に
窪
地
が
見
ら
れ
、

古
墳
時
代
前
期
の
土
器
が
採
集
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
ぶ
ん
、
竪
穴
住
居
が
埋
ま

っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

  

ソ
イ
ル
マ
ー
ク
っ

地
中
の
生
活
痕
跡
（
溝
や
住
居
跡
な
ど
）

が
、
地
表
か
ら
土
の
色
の
違
い
で
観
察

で
き

畑
で
見
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

溝
あ
る
い
は
柱
穴
、
地
面
を
掘
り
窪

め
た
竪
穴
住
居
な
ど
の
当
時
の
地
面

（
生
活
面
）
を
形
づ
く
る
土
質
と
、
そ

れ
を
覆
う
表
土
の
土
質
の
体
積
が
大
き

く
違
う
場
合
、
含

 

時
代
・
天
武
朝
の
溝
や
高
床
倉
庫
の
柱

が
見
つ
か
り
、
駅
家
を
経
済
的
に
支
え

る
集
落
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ソ
イ
ル
マ
ー
ク
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
山
の
斜
面
に
造
ら
れ
た
竪
穴

住
居
な
ど
で
は
、
埋
ま
り
き
ら
ず
に
窪

地
と
な
っ
て
地
表
面
に
現
れ
て
い
る
遺

跡
も
あ
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
竪
穴
住

居
が
深
く
掘
ら
れ
て
い
る
た
め
、
函
館

空
港
遺
跡
の
よ
う
に
窪
地
の
下
は
す
べ

て
竪
穴
住
居
と
い
う
遺
跡
も
あ
り
ま
し

た
。
名
張
で
も
、
青
蓮
寺
の
白
早
稲
（
し

 

 

    

現
在
、『
名
張
市
史
』
の
刊
行
に
向
け

て
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

構
成
及
び
計
画
は
次
の
と
お
り
予
定
し

て
い
ま
す
。 

 【
資
料
編 

七
巻
】 

・
考
古 

 
 
 
 
 
 

平
成
２０

・
民
俗 

 
 
 
 
 
 

平
成
２１
年 年  

・
古
代 

 
 
 
 
 
 

平
成
２２
年

・
中
世 

 
 
 
 
 
 

平
成
２３
年 

・
自
然 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
近
世 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
近
・
現
代 

 
 
 
 
 

 

※
文
化
財
は
、
各
編
で
取
り
扱
う
。 

 

【
通
史
編 

三
巻
】 

・
原
始
・
古
代
・
中
世 

 
 
 

 

・
近
世 

 
 
 
 
 
 
 

 

・
近
現
代 

 
 
 
 
 
 

 
 【

年
表
・
索
引
編 

一
巻
】 

・
年
表
・
索
引 

 
 
 
 

 
 

以
上
、
全
十
一
巻 

市
史
編
さ
ん
室
よ
り 

ソ
イ
ル
マ
ー
ク

〜
遺
跡
の
み
ち
し
る
べ
〜 

編
集
専
門
部
会
委
員
（
考
古
部
会
） 

 

門
田

了
三 

黒石遺跡（瀬古口）： と竪穴住居 白く見えるのが溝と柱穴
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員
を
紹
介
し
ま
す
。

【
編
さ
ん
委
員
会
】 

市
史
編
さ
ん
の
基
本
方
針
に
関
す
る

 

 

事
項
の

各
編
の
編
集
を
実
施

す
る
。

綾
村  

宏 
 

 

 
 

綾
村

 

宏

馬
田 

綾
子 

（
梅
花
女
子
大
学
教
授
） 

 

【
民
俗
部
会
】 

櫻
井 

治
男 

齋
藤  

平 

（
皇
學
館
大
学
文
学
部
助
教
授
）

川


 

雅
章 

（
日
本
民
俗
学
会
会
員
） 

   
歴
史
資
料
を
探
し
て
い
ま
す
。
古
文

書
や
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
記
録
、
写

真
、
古
い
本
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
市

史
編
さ
ん
室
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

め
た
内
容
を
八
十
五

項
目
の

切
り
で
楽
し
め
る
手
軽
な

ラ

 

内

 

こ
と
、
市
史
の
刊
行
計
画
に
関
す
る
こ

と
、
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
関
す
る
こ

と
等
の
具
体
的
な
意
思
を
決
定
す
る
。 

 

明
永 

恭
典 

（
名
張
市
文
化
財
調
査
会
会
長
）

酒
井  

一 

（
監
修
者
・
三
重
大
学
名
誉
教
授
） 

櫻
井 

治
男 

（
皇
學
館
大
学
社
会
福
祉
学
部
長
） 

清
水  

潔 

（
会
長
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授
） 

高
倉 

一
紀 

（
皇
學
館
大
学
文
学
部
教
授
） 

夏
秋  

幹 

（
元 

三
重
テ
レ
ビ
放
送
社
長
） 

西
垣 

貞
子 

（
古
代
史
ロ
マ
ン
夏
見
会
等
会
員
） 

 
 

松
鹿
昭
二

（
副
会
長
・
名
張
市
教
育
委
員
） 

松
本 

豊
明
（
名
張
市
助
役
） 

山
下 

員
啓
（
名
張
市
総
務
部
長
） 

編
さ
ん
を
行
っ
て
い
る
委
員
会
と
委

 

【
編
集
専
門
委
員
会
】

 

市
史
の
編
集
に
関
す
る
専
門

調
査
審
議
、
市
史

 
 

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
文
化
遺
産

研
究
部
長
兼
歴
史
研
究
室
長
） 

 
 

酒
井

 

一

櫻
井 

治
男 

清
水  

潔 

武
知 

京
三 

（
近
畿
大
学
経
済
学
部
長
） 

水
口 
昌
也 

（
伊
賀
市
立
島
ヶ
原
中
学
校
長
） 

山
田  

純 

（
三
重
大
学
名
誉
教
授
） 
  

【
編
集
専
門
部
会
】

 

市
史
各
編
の
編
集
及
び
刊
行
業
務
の

推
進
（
発
刊
に
向
け
て
の
検
討
、
資
料

収
集
・
分
類
・
整
理
、
調
査
、
執
筆
等
）

を
図
る
。
現
在
、
考
古
、
古
代
、
中
世
、

民
俗
の
四
部
会
が
活
動
中
。 

 

【
考
古
部
会
】 

水
口 

昌
也 

門
田
了
三

（
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
主
幹
） 

新
名  

強 

（
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
技
師
） 

 

【
古
代
部
会
】 

清
水  

潔 

荊
木 

美
行 

（
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
） 

 

【
中
世
部
会
】 

 
 

 

    

市
制
五
十
周
年
を
記
念
し
て
刊
行
し

た
、
名
張
の
一
万
二
千
年
を
自
然･

歴

史･

暮
ら
し
で
学
ぶ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
確

資
料
で
ま
と

か
な

読
み

一
冊
に

 

し
ま
し
た
。

規
格

、
一
部
カ

は
、
Ｂ
５
判
、
縦
型

ー
、

 

二
〇
九
頁
で
す
。

市
史

丸

編
さ
ん
室
事
務
所
（

之
内
五

四
番
地

 

セ
ン
タ
ー

 

『
お
き
つ
も
の
名
張 

今
と
昔
』

の
八

旧
老
人
福
祉

）
で
の
み
販
売
し
て
い
ま
す
。

  

定
価
八
百
円
に
て
好
評
発
売
中 

資 

料 

調 

査 

の 

お 

願 

い
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平成 18年 1月 1日    名 張 市 史 だ よ り        第 1号 
 

  

史
編
さ
ん
室
に
市
内
南

。

近
年

く
進
展
し
て
い
る
近
世

白
を
埋
め
る
貴
重
な
新

史

 

支
配
体
制
の
整
備
、
展

開

、

六
四
四
）、
元
禄
九
年
（
一

国
絵
図
の
作
製
を
諸
大

の
作
製
と
併

い
て
は
不

で
す
が
、
今

か
ら
幕
府
勘
定
所
に
提

 

の
写
を
切

現
状
に
即
し
て
調
査
し
、
変
更
箇
所

に
懸

み
）
を
つ
け
て
描
く
よ

し
た
。 

 

正
内

禄
国
絵
図
上
に
貼
り
つ

え
ば
名
張
市
域
に
つ
い

田
、
丈
六
、
長
屋
の
上

地
形
に
沿
っ
て
貼
り
つ

は
宇
陀
川

い
た
大
和
長
瀬
越
（
室

小
波
田
付
近
の
変
更
も

 

こ
の
よ
う
に
し
て
全
国
か
ら
提
出
さ
れ

た
下
図
を
幕
府
勘

で
一
括
整

上
、
国
絵
図
は
完
成
さ

る
と
、
絵

図
の
端
に
示
さ
れ
た
「
伊
賀
国
高
并
郡
色

村
数
は
と
も
に
二
〇
八

す
が
、
幕
府
本
で
は
郡

・
伊
賀
・
名
張
）
は
そ

対
し
幕
府
本
は
十
一
万

。

さ
ら
に
天
保
郷
帳
の
記
事
と
比
較
す
る
と
、

府
本
と
同
じ
で
す
が
、

村
と
あ
り
ま
す
。
要
す

れ
に
異
同
が
あ
る
こ
と

作
製
行
程
を
も
示
し
て
い
ま
す
。

 

作
製
を
命
じ
ら
れ
た
時

保
郷
帳
は
完
成
し
て
い

図
を
元
に
し
て
新
た
に

・
国
高
は

元
禄
郷
帳
の
ま
ま
と
し
、
一
方
村
数
は
天

と
み
ら
れ
ま
す
。
し
た

高
お
よ
び
懸
紙
に
よ
る

堂
家
か
ら
提
出
さ
れ
た

す
。
下
図
は
そ
の
ま
ま

っ
た
の
で

す
。

手
元
に
残

賀
国
の
場
合
は
ど
う
い
う
わ
け
か
控
が
大

。 

ま
問
題
の
天
保
図
（
国

文
書
館
）
が

尺
は

一
）
で
あ
る
の
に
、
伊
賀
は
小
国
ゆ
え
一

里

五
月
と
明
記
し
、
勘
定

吟
味
役
大

た
元
禄
期

の
村
高
が
下
図
原
本
に
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
村
名
・
村
高
・
道
路
な
ど
の
変
更
を

描
き
、
明
治
維
新
前
三
十
年
の
伊
賀
全
国

の
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
に
伝
え
て
興
味
深
く
、

史
料
価
値
の
高
い
も
の
で
す
。 

  

  

昨
年
九
月
、
市

町
の
徳
地
正
さ
ん
か
ら
、
一
九
七
ｃ
ｍ
×

一
八
〇
ｃ
ｍ
四
方
の
大
き
な
伊
賀
四
郡
全

域
に
わ
た
る
絵
図
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

徳
地
家
は
南
出
組
の
大
庄
屋
の
家
筋
で
す

い
ち
じ
る
し

国
絵
図
研
究
の
空

料

す
。

で

 

徳
川
幕
府
は
、

に
と
も
な
い
、慶
長
九
年（
一
六
〇
四
）

正
保
元
年
（
一

六
九
六
）
と
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の

四
回
に
わ
た
っ
て

名
に
命
じ
、
一
村
ご
と
に
全
国
の
郷
村
を

書
き
上
げ
た
郷
帳

行
し
て
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
慶
長
期
に
つ

明
の
点
が
多
い
の

回
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
津
藩
主
藤
堂
和
泉
守
高

猷
（
た
か
ゆ
き
）

出
さ
れ
た
天
保
の
伊
賀
国
絵
図
下
図
の
控

 

で
す
。

全
国
の
郷
帳
が
天
保
五
年
十
二
月
に
完

成
し
、
翌
六
年
十
二
月
、
幕
府
は
久
し
ぶ

り
に
国
絵
図
の
改
訂
を
諸
大
名
に
命
じ
、

約
一
四
〇
年
前
の
元
禄
国
絵
図

図
に
し
て
配
布
し
ま
し
た
。
往
還
、
海
岸

通
り
、
川
筋
、
そ
の
他
新
田
村
々
に
至
る

ま
で

紙
（
か
け
が

う
に
指
示
し
ま

徳
地
本
伊
賀
国
絵
図
で
は
五
か
所
に
修

容
を
記
し
た
懸
紙
が
つ
け
ら
れ
、
そ

の
一
方
の
端
を
元

け
て
い
ま
す
。
例

て
み
る
と
、
安
部

に
横
長
の
懸
紙
が

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
元
禄
図
で

の
左
岸
を
通
っ
て

生
村
）
へ
の
道
が
、
右
岸
に
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
田
・

懸
紙
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
 

定
方
の
も
と

理
し
加
筆
修
正
の

れ
ま
し
た
。
こ
の
時
に
整
備
さ
れ
た
国
絵

図
（
い
ま
幕
府
本
と
よ
ぶ
）
と
郷
帳
は
す

べ
て
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
揃
っ
て

い
ま
す
。 

 

徳
地
本
と
幕
府
本
を
対
比
す

分
目
録
」
で
は
、

か
村
で
一
致
し
ま

高
（
阿
拝
・
山
田

れ
ぞ
れ
に
増
え
、
国
高
は
徳
地
本
の
十
万

五
四
〇
石
二
斗
に

九
六
石
五
斗
三
升
六
合
と
な
っ
て
い
ま
す

郡
高
・
国
高
は
幕

村
数
は
一
八
二
か

る
に
三
者
そ
れ
ぞ

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
国
絵
図
の

 

改
訂
国
絵
図
の

点
で
、
す
で
に
天

ま
し
た
が
、
元
禄

修
正
を
加
え
た
も
の
の
、
郡
高

保
郷
帳
に
よ
っ
た

が
っ
て
郡
高
・
国

絵
図
修
正
は
、
藤

下
図
を
も
と
に
新
規
に
幕
府
勘
定
所
が
整

備
し
た
と
い
え
ま

正
式
の
幕
府
本
と
は
な
ら
な
か

庄
屋
の
元
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

 

伊
賀
国
絵
図
は
、
正
保
図
（
元
禄
期
の

写
、
三
重
県
所
蔵
）、
元
禄
図
（
三
重
県
立

図
書
館
、
伊
賀
市
立
上
野
図
書
館
）
と
い

下
図
は
、
今
で
も
大
名
の

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
伊

九
寸（
一
万
四
四
〇
〇
万
分
の
一
）で
、

一
里
＝
約
二
十
七
セ
ン
チ
に
書
か
れ
て
い

ま
す
。 

 

藤
堂
高
猷
が
提
出
し
た
天
保
国
絵
図
下

書
に
は
作
製
年
代
を
欠
き
ま
す
が
、
幕
府

本
に
は
天
保
九
年

立
公

現
存
し
て
い
ま
す
。
一
般
に
国
絵
図
の
縮

一
里
六
寸
（
二
万
一
六
〇
〇
万
分
の

奉
行
明
楽
（
あ
け
ら
）
飛
騨
守
、
勘
定
所

目
付
田
口
五
郎
左
衛
門
、
勘
定

沢
主
馬
の
名
が
あ
り
ま
す
。
い
ま
述
べ
た

こ
と
の
ほ
か
、
徳
地
本
に
は
現
存
の
元
禄

国
絵
図
や
郷
帳
で
不
明
で
あ
っ

編
集
発
行 

名
張
市
総
務
部
市
史
編
さ
ん
室 

〒
五
一
八
―
〇
七
一
八 

名
張
市
丸
之
内
五
四
番
地
の
八 

電
話
〇
五
九
五
（
六
四
）
二
二
四
九 

http://w
w

w
.city.nabari.m

ie.jp/contents/

bum
on/soum

u
bu/sisi/index.htm

新
 

 
 
 

酒
井 

一

史
料
天
保
の
伊
賀
国
絵
図
下
図

監
修
者
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